
府
教
委
は
４
日
、
各
市
町
村

教
委
に
対
し
、
「
暫
定
予
算
」

編
成
に
よ
っ
て
「
４
ヶ
月
雇
用
」

と
さ
れ
た
若
特
・
特
嘱
、
教
育

専
門
員
を
対
象
に
、
08
年
度
の

雇
用
希
望
を
確
認
す
る
た
め
と

し
て
、
「
平
成
20
年
の
雇
用
に

か
か
る
意
向
確
認
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
ま
し
た
。
理
由
に
つ

い
て
「
取
扱
い
要
綱
」
で
「
雇

用
期
間
は
１
年
と
す
る
」
と
定

め
て
い
る
若
特
・
特
嘱
、
教
育

専
門
員
に
対
し
、
「
４
ヶ
月
雇

用
」
に
よ
る
雇
用
契
約
の
変
更

が
必
要
と
し
て
、
今
回
の
希
望

書
の
提
出
を
求
め
た
い
と
し
ま

し
た
。

大
教
組
は
、
次
の
点
を
府
教

委
に
た
だ
し
ま
し
た
。

①
「
取
扱
い
要
綱
」
に
あ
る
通

り
、
１
年
間
雇
用
と
す
べ
き

②
「
希
望
書
」
を
も
っ
て
、

「
雇
い
止
め
」
に
す
る
こ
と
は

絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
府
教
委
は
、

「
現
状
で
は
予
算
の
裏
付
け
が

な
く
、
７
月
末
ま
で
の
発
令
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
８
月
以

降
も
継
続
し
て
雇
用
す
る
こ
と

は
府
教
委
も
同
じ
気
持
ち
」
だ

と
し
て
、
希
望
書
の
提
出
は

「
雇
い
止
め
」
の
た
め
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
「
取
扱
い
要
綱
」

と
の
整
合
性
か
ら
必
要
が
生
じ

た
も
の
で
あ
る
と
言
明
。

大
教
組
の
「
１
年
間
の
雇
用

契
約
は
、
年
末
の
「
『
意
向
調

査
』
に
よ
っ
て
事
実
上
成
立
し

て
い
る
」
と
の
主
張
に
対
し
、

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
そ
う
受

け
止
め
て
い
る
」
と
追
認
し
ま

し
た
。

（
2
面
に
続
く
）

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００８年３月７日

NO、４１３

とよなか
全教豊中教職員組合

〒561―0874

豊中市長興寺南3－5－2
TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp

Ｗeｂページ

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/

大阪府「暫定予算」理由
若特・特嘱、教育専門員に対し、

「『４ヶ月雇用』の希望書の提出求める」
府教委「雇い止めでない」
年休付与ー

府教委「年間雇用と同じ扱いにしたい」

子どもを
泣かせる
な

不 安 定

な雇用を

やめて！

35人学級

を広げて



「
年
休
」
「
特
別
休
暇
」
「
社
会
保

険
」「
雇
用
保
険
」
は
、
従
前
通
り

ま
た
府
教
委
は
、
大
教
組
へ

の
「
暫
定
予
算
」
説
明
時
（
２

月
21
日
）
、
年
休
の
扱
い
に
つ

い
て
、
労
働
基
準
法
の
規
定

（
６
ヶ
月
継
続
雇
用
時
に
付
与
）

な
ど
を
理
由
に
「
『
４
ヶ
月
雇

用
』
問
題
と
し
て
、
『
年
休
』

『
雇
用
保
険
』
等
の
扱
い
に
つ

い
て
検
討
中
」
と
し
て
い
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
大
教
組
は
、
こ

の
間
、
①
労
働
基
準
法
は
、
最

低
条
件
を
義
務
付
け
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
は

労
働
基
準
法
上
何
ら
問
題
は
な

い
、
②
雇
用
期
間
の
変
更
は
、

使
用
者
側
の
一
方
的
な
都
合
で

あ
り
、
本
人
都
合
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
、
③
従
っ
て
、
「
年

休
」
「
雇
用
保
険
」
等
の
勤
務

労
働
条
件
に
つ
い
て
不
利
益
を

生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
、
以
上
の

こ
と
を
く
り
返
し
要
求
し
て
き

ま
し
た
。

大
教
組
の
道
理
あ
る
主
張
は
、

現
場
か
ら
の
要
求
と
も
合
致
し

て
、
非
常
勤
職
員
（
若
特
・
特

嘱
、
教
育
専
門
員
）
、
非
常
勤

講
師
等
の
年
次
休
暇
な
ど
に
つ

い
て
は
、
例
年
の
扱
い
と
同
様

に
す
る
こ
と
を
引
き
だ
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
近
日
中
に
府
教
委
か
ら
市

町
村
教
委
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

※
大
教
組
が
府
教
委
と
交
わ
し

た
「
確
認
」
は
次
の
通
り
で
す
。

。

非常勤職員・非常勤（特別）講師、非常勤補助員等の「４ヶ月雇用」について

大教組が確認を求め、府教委が回答した事項

２００８年３月５日

１．４ヶ月雇用にあたり「取扱い要綱」を変更するものではない。また、「４ヶ

月雇用」の希望書の提出をもって、８月以降の「雇い止め」をすることは

ない。

２．「４ヶ月雇用」の発令であっても、年次休暇、特別休暇、社会保険、雇用

保険等の取扱いは、年間雇用時の扱いを変更することはしない。「取扱い

要綱」等に定めている通りである。

３．何か問題が生じた場合、誠実に協議し、対応する



自
衛
艦
イ
ー
ジ
ス
艦
「
あ
た

ご
」
と
漁
船
の
事
故
は
、
テ
レ

ビ
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。軍

事
優
先
・
情
報
隠
ぺ
い
の

体
質
が
国
民
に
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

イ
ー
ジ
ス
艦
っ
て
ど
ん
な
船
？

多
数
の
的
目
標
を
同
時
に
と

ら
え
て
迎
え
撃
つ
こ
と
の
で
き

る
高
性
能
の
軍
艦
の
こ
と
。
米

国
が
開
発
し
、
海
上
自
衛
隊
も

80
年
代
に
導
入
を
決
定
。

も
と
も
と
は
米
空
母
を
護
衛

す
る
任
務
を
も
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
は
米
核
戦
略
の
一
部

で
あ
る
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

（
Ｍ
Ｄ
）
中
心
的
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
６
隻
を
建
造
。
総

額
７
６
０
０
億
円
。
維
持
費
も

毎
年
１
隻
10
億
円
以
上
か
か
り
、

「
あ
た
ご
」
は
１
隻
１
４
０
０

億
円
。

米
空
母
の
護
衛
や
日
本
の
イ
ー

ジ
ス
艦
が
と
ら
え
た
情
報
が
自

動
的
に
米
側
に
流
れ
る
な
ど
、

日
本
の
防
衛
と
は
無
関
係
で

す
。

年
間
28
万
隻
入
港
の
東
京

湾
周
辺
で
の
事
故

Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
事
件

国
に
損
害
賠
償
を
命
じ
る

87
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
際
に
、

国
労
と
全
動
労
（
現
・
建
交
労
）
組
合

員
の
一
〇
四
七
名
が
Ｊ
Ｒ
に
不
採
用
・

解
雇
さ
れ
た
事
件
で
、
東
京
地
裁
は
1

月
組
合
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
国

側
に
損
害
賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。

民
営
化
を
賛
成
し
た
労
組
は
ほ
ぼ
百

％
採
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、
全
動
労
は

28
％
。
全
動
労
を
脱
退
し
た
も
の
は
全

員
採
用
さ
れ
る
な
ど
明
ら
か
な
組
合
差

別
で
す
。
労
働
者
は
国
の
責
任
を
問
う

訴
訟
を
起
こ
し
、
政
治
解
決
を
求
め
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

も
解
決
求
め
る
勧
告
を
7
度
出
し
て
い

ま
す
が
、
国
は
い
ま
だ
、
そ
の
姿
勢
を

示
し
て
い
ま
せ
ん
。

日本・世界で あまり報道されていない情報

日
本
の
防
衛
と
は
無
縁
の
イ
ー
ジ
ス
艦

巨
額
の
税
金
の
使
用

超
過
密
海
域
で
の

自
衛
隊
の
横
暴
な
体
質

2
月
23
日
に
開
か
れ
た
大
教
組

臨
時
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
機
関
紙
の
紙
面
改

革
を
お
こ
な
い
、
四
面
構
成
に
し

て
き
ま
し
た
。
紙
面
に
は
教
育
実

践
や
地
元
豊
中
の
情
報
記
事
な
ど

読
ん
で
た
め
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
を

と
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
新
年
度

も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
（
情

宣
部
） 07

年
度
大
教
組
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
全
教
と
よ
な
か
」
が
機
関
紙
大
賞
に



3
月
1
日
、
豊
中
教
職
員
9

条
の
会
は
豊
中
南
部
の
戦
跡
め

ぐ
り
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
前

回
の
北
部
の
と
き
と
同
様
に
高

市
先
生
（
元
豊
中
市
立
学
校
校

長
）
に
案
内
と
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
6
月
7
日
の
空

襲
は
豊
中
南
部
地
域
が
大
き
な

被
害
を
受
け
、
犠
牲
者
も
た
く

さ
ん
出
ま
し
た
。

豊
中
空
襲
の
体
験
者
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

職
員
も
若
い
人
が
増
え
て
、
そ

の
体
験
を
聞
い
た
教
職
員
も
こ

の
数
年
で
い
な
く
な
る
時
期
で

す
。豊

中
の
戦
争
遺
跡
、
豊
中
空

襲
の
実
態
を
語
り
伝
え
る
重
要

性
を
教
職
員
9
条
の
会
の
世
話

人
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

豊
中
教
職
員
9
条
の
会

豊
中
南
部
の
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る

豊南町の神崎川沿いにある公園に建て

られた6月7日の空襲犠牲者の慰霊碑

説明を聞く参加者

忠魂碑前

機銃掃射によってできた弾痕が

今も残る（庄内神社）

豊中中学校（現・豊中高校）生徒等9名がな

くなった三国航空機材株式会社（現 三国

金属工業）に建てられた戦没者慰霊碑。会

社では毎年、慰霊祭を6月7日におこなって

いる。


